
6/17（日）槇尾中校区合同意見交換会での主な意見等 

 

【地域･学校関係者】 

 小中一貫校として考えているなら、その前提

で説明にする方が、意見を言いやすいのではな

いか？する、しないの意見か、設置される学校

に対する意見か、何を発言すべきか、難しい。 

 

 

 

 

 

【保護者】 

 20 人から 30 人の枠については、20 人から 25

人で調整できないか？ 

 他市では、経費削減が目的となっているが、

和泉市では、子供たちと地域に重点をおいてく

れているので、安心した。 

 施設配置について、小 6 と中１が近接するの

は、リセットできない部分もある気がする。 

 

【保護者】 

 この秋の来年度特認保護者説明会はどのよ

うな説明になるのか？検討中であると、特認の

数が減ることが心配。 

 

 

【保護者】 

 南松尾はつが野学園の保護者の生の意見を

聞く機会を設けて欲しい。 

 

【地域･学校関係者】 

 今後高齢化していくので、跡地については、

高齢者の福祉増進なども検討して欲しい。 

 

 

【地域･学校関係者】 

 南横山の地域の思いが反映されている。 

 特認の不安も払拭できるように、色々検討し

て欲しい。 

 跡地利用には、地域も協力する。 

 サイクリングが盛んになっているので、色々

検討していく。 

 

 

 決定に際しては、適正就学対策審議会に

諮ることも必要で、そのなかでは、地元の

方も参画してもらって、意見を言ってもら

うことになります。 

 これまでの意見交換会を踏まえて、広く

説明会を開催するので、まずは、その場で

どのような意見があるのか確認させてい

ただきます。 

 

 

 1 クラス 25 人で、１学年を 50 人にする

と、特認の枠も小さくなることとなるの

で、色々検討は必要です。 

 

 

 

 

 

 

 説明会では、決定している旨を周知でき

ないので、これまでの募集方法を見直すな

どにより、特認希望者を確保したいと考え

ます。 

 

 

 今後、検討します。 

 

 

 

 地域の様々な意向を確認しつつ、検討し

ていきます。 

 

 

 

 地域の様々な意向を確認しつつ、検討し

ていきます。 

 

  

 


